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ＳＳＨ屋久島プロジェクト 

< SSH屋久島プロジェクトの主な活動内容> 

実施日：令和元年 11 月 28日（木）～12 月１日（日） 

（事前学習 10 月 31 日 11 月 8日 11 月 14 日） 

11 月 28日（木）水俣病情報センター・水俣病資料館研修 

        ・担当者の説明及び質疑応答、毛髪水銀測定 

11 月 29日（金）JAXA 種子島宇宙センター研修 

        ・視線見学ツアー参加、管制担当技術者による講演及び質疑応答 

11 月 30 日（土）屋久島トレッキング 

        ・二組に分かれてガイドの説明を受けながら縄文杉まで往復 10 時間のトレッキング 

12 月 1日（日）屋久島自然館・屋久島環境文化情報センター研修 

        ・担当者の説明及び質疑応答 

水俣研修 生徒の感想より 

多角的な視点で公害に関わる背景について学ぶことができた。なぜ、チッソだったのか、なぜ水銀だったの

か、そこには社会的な背景や水銀のもつ化学的性質も当然大きな影響を及ぼしている。また、それを辿ると

水俣という地の地理的な要因にたどりつく。さらに人間同士の姿は現在に通じる部分もあり、物事の本質を一

つの公害から捉える機会となった。 

 

JAXA 研修 生徒の感想より 

バスツアーでは、種子島でのロケット打ち上げに伴って行われる準備やその緊迫した空気感を体感すること

で、つくばで学んだ科学的知見とは異なる現場の作業を理解した。講演では普段 JAXA の職員がどのような

ことを考え、どんなことに興味を持って仕事をしているのかがわかり、ロケットは皆の夢と希望を乗せたもの

なのだと気づいた。 

 

屋久島研修 生徒の感想より 

トレッキングであそこまで学びが得られるとは思っていなかった。自然の中で考えを深め、知識を得るという

のは初めてで、貴重な体験であった。言葉では言い表せない凄さ、感動がこのようなものなのだということ

も実感した。 

 

 

 

 

 

▲水俣病資料館長との議論   ▲分解されたロケット   ▲ウィルソン株での記念撮影   


